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’いたのであるが，先般の地震で相営敏がかなりの被害を

うけた．ことに七暇襖の大和百貨店は新聞や映豊で廣く

．紹介されたよ5に無残に崩壌し，また第三人絹倉庫では

3階4階はほとんど崩壌した■このよ5な大被害は普

通のコソクリート建物では考えられないことであつて，

全く職災の影響であり，職災ビル更生利用者に封する貴

．重な警告と解すべきであろう．

　では建物の耐震力を増すにはどうすればよいかとい5

と，星躍匿を適當に配置することが最もよいとされている

壁膿には無開口と開ロのものとがあり，無開口のものは

工費が大きく自重も重いが岡倒生はむろん開口のものより

大きいから，これらの融を考慮し被害の程度に懸じて適

第7圓　大和百貸店僥ピル震災肢況

　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

営な壁睡を要所要所に設ける必要がある．ただ戦災ピル

に封して萩たに壁饅を設ける場合には，普通の場合とち

がつて在來部分との密藩力1充分にできないから，剛性を

やや低下して考えなければならないこと，難の重量だ

け鹸計な荷重ゴ基礎に萩たに加えられることを考え，場

合によつては墓礎工の補彊をしなければならないことな

どの注意が必要である．日本内地に地震の多いことば衆

知の事實である．ことに東海道，南海遣地方，日本海漕

岸地方，名京阪地方．信濃川滑岸胞方は強震に見まわれ

る可能性も多いのであるから，この地方の職災ビルには

事情のゆるすかぎり速かに耐震的補強を講じなければな

らぬと思われる．

　以上きわめて簡軍ではあるが，建物の強さに及ぼす火

害の影響を實験上の事實に基いて述ぺたのであるが，職

災ピルはその程度の差こそあれ彊度と剛性が低下してい

ること，ことに耐震強度の鮎で劣つていることは疑いな

いところであるから，該當ビルの使用者は速くその火害

の判定をうけて適切な補修を行い．安んじてその中に生

活し，活動できるようにしなければならないことを特に

彊調したい．（1949・10・13）
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内田畔文　建築と火災（1942ヰ）

聾簗研究所　netnの耐力診翫並に鋪彊（1946年4月同所報告）

岡本舜三　　戦災コンクリート糖造物の安窒牲に胴する研究　（1％9年

　　　　　12月．土木學會翻文築，第5號）

苦汁から除草剤の製造

　生産技衛硯究所はネオンサインを

褐げるほどの近代色を樽びた研究所

として出獲したが，扱地は廣大な荒

地を利用したため雑草はいたるとこ

ろにはびこつている．たえず人力に

よつて除草につとめているが，庭園

化してVる面積は全膿からみるとは

なはだ小さい．しかも雑草はあとか

らあとから生えてくる．現在のよう

な高顔な勢働力を考えると人力で絶

減することは不可能に近い．

　そこでこの雑草の根絶を企圖した

研究がこれである．もちろん手敷が

かかつたり高贋になるものではいけ

ない．

　たとえば禾本科植物以外の植物・を

選揮的に除去する能力のある．’，4－D

（2，4一ジクロロ7エノキシ酢酸）のよ

うなものであれば，食糧柵産のため

相償の犠牲をはらってもよい．ちな

みに有機除草剤2，4－Dは目下日本
でも量産に努力しているときく．ま

た植物ならなんでも全滅させるだけ

でよいのならばジ；トロ・オルソ第

二級ブチルフェノロルでもよい．し

かしこれらはいずれも原料的に，ま

たは製逡工程を考えると，　そう簡軍

1こ拾てても惜しくないような物質で

はない．

　安領であり傭畢に作れるという先

にいつた條件に適つたものが苦汁を

原料とする除草剤で，苦汁は手ぢか

に慶物としてえられるものである．

筆者は以前から製鯉及び苦汁の利用

を研究しているが，この苦汁を電解

慮理すれば相當彊力な除草剤が簡畢

にえられる見こみがついた．

　苦汁の成分は，大盟多いものから

書くと，陽イオンとしてMg＋＋，　Na＋，

K＋，Ca＋＋，陰イオンとしてCI－，

SO4－¶，　Brなどが含まれている．

今の日的には，ある程度うすめた苦

汁を隔膜なしで直接電解し，陽極で

Cl一をGOゴに酸化させ，結局
Mg〔C103）Ltt　NaCエ031　KCIO3を液中

につくるのである．液中にC！03一が

で塗ると，これが張力な除草的効果

があることFCはまちが》・はない．問

題はC’0ゴをっくらせるための電流

効率をどうして上げるかにある．液

中にはCl　以外のイオンがあるため

この効率の妨害をするので，目下こ

の電解効率を研究している．

　なお苦汁から得る除草齊Uはマグネ

シウム塵を含むため，NaC　Osを用

いた場合よりも火災の危瞼が少なく

適當の灘氣をよび砂塵もたたなくな

る効が加わると思われる．蓮動場な

どにマグt・シウム撫をわざわざまく

時がある．大切なのは，火災の鮎で

上記のようにNaCIO3だけを用い
ると，煙草の吸殻などで枯草がもえ

だすおそれがある．アメリカではこ

れによる火事がずいぶん多いように

報告されている．この苦汁を原料と

した揚合は安全変が大である．

　NaCIO．翠偶の揚合でも自然獲火

するこEは絶封にないので．使用に
當クて注意すれば危瞼ばかりを恐れ

る必要もない．

　まず本研究所内の除草剤として試

駿してみるつもりで，これが成功す

Oば廣く鐵道線路の除草，開墾用雑

草根絶剛として用いれば効果絶大で
あろう．（1949・10・26・慮化・野崎弘）
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